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原子力機構 核燃料サイクル工学研究所 

プルトニウム燃料第一開発室における火災について 

 

 

 下記のとおり、原子力安全協定に基づく事故・故障等に該当する事象が発生したので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

１ 発災日時 

  ２０２６年６月１５日（月）   ８時１０分頃 

         県への第一報   ８時３０分 

 

２ 発災場所 

  国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（原子力機構） 

  核燃料サイクル工学研究所（所在地：東海村） 

  プルトニウム燃料第一開発室 ２階居室【非管理区域】 

 

３ 状 況 

（１） 事象の概要 

・ ６／１５（月）８時１０分頃、原子力機構 核燃料サイクル工学研究所 プルト

ニウム燃料第一開発室 ２階居室（非管理区域）において、従業員が、テーブル

タップのプラグ及び床コンセント差し込み口に焦げ跡を発見した。 

・ 原子力機構は８時２０分に公設消防へ通報し、９時３７分、公設消防により 

「火災」であると判断されるとともに、鎮火が確認された。 

・ 本件火災は、原子炉等規制法に基づく報告事象には該当しないが、原子力事業

所敷地内における火災は、原子力安全協定に基づく事故・故障等に該当する。 

 

（２） 放射性物質の漏えい； なし 

（３） 環 境 へ の 影 響； なし 

（４） 人の汚染・被ばく； なし 

 

 

【添付資料】 

 ・核燃料サイクル工学研究所 施設配置図 

 ・状況写真 

令和８年６月１５日（月） 

防災・危機管理部原子力安全対策課 

担  当； 木村 

内  線； ２９１５ 

外線直通； ０２９－３０１－２９１６ 



 

 

 

 

核燃料サイクル工学研究所 施設配置図 

 



 

 

床コンセント 

テーブルタップのプラグ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      床コンセント                   テーブルタップのプラグ 

 

火災状況写真 
※原子力機構 提供 


